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(註1) 栗原百寿『日本農業の基礎構造~，序言 ， w著作
集 1~，校倉書房， 1974， 3頁.














昭和 6年 日本農業研究会を起こ し 翌年から『日
本農業年報~ (改造社) を刊行.
昭和8年3月 産業組合中央会に転ずる.













題~ ， 北大図書刊行会 ， 1976，川村琢， 美土路達雄，
湯沢誠編『農産物市場論大系~， 全三巻， 農文協 ， 1977
等を念頭に置いている.
(註4) ほかに著 書 として『農業団体の統制~， 日本評
論社， 1933， W 日本産業組合史~， 高陽書Jï5 ， 1935，お
よび遺稿と代表的論文を収録して没後刊行された『日
本農政論~， 農業:評論社 ， 1952がある.
(註5) 戦後，東浦の検討を行なったものとしては，あ
とで引用する栗原百寿のものを除いては，福富正美


















「農家負担過重の意義J(W帝国農会報~ ， 第 14巻， 第10 ，，-，
14号，1924)， IW富』の配分の見地より見たる最近農政
問題J(W同~，第14巻， 第24号， 第 1 5巻， 第 3 号， 1924， 





























会報~，第15巻， 第 1 3 ， 14号，1929)，I農業経営面積移

































































































































































(註2) W帝国農会報~，第14巻， 第24号 ， 1924， 12頁・
(註 3) W同~ ， 第 15巻， 第 3 号 ， 1925， 6頁.
(註 4) W 同~，第 15巻，第 5 ， 17， 18号，1925. 
(註 5) W同~，第 15巻， 第 13号 ， 1925， 20頁.なお農商
務省は兼併傾向を高岡熊雄はかならずしも兼併ではな
いと主張していた.
(註 6) W同~，第15巻，第 14号 ， 1925， 22頁.
(註 7，.，_.9) W 同~ ， 第 17巻， 第 6 号 ， 1927， 14'"'-'15頁.
(註10) 栗原百寿「農業の発展と地代形態J11 同~，第31
巻，第9号，1941参照.
(註1，12) 11 同~，第 17巻，第 6 号 ， 1927， 14'"'-' 15頁.
(註13) なお，労働市場との相関については，i不景 気
と我国農村の人口問題J11社会政策 n~j' 報~， 第 10 号 ，
1929で， また米価の問題については，i米価と米作面




























義発達史講座~， 岩波書庖 ， 1933， 5頁.






















































































































































































































































(註 7) 前掲『日本農業概論~， 15頁.



















(註 1) たとえば「農民負担の問題JW帝国民会報~， 第 梢との関連は，彼らが多かれ少かれ商品生産者として，
23巻，第 7号，1932参照. 全機構的な社会的分業の一環として存在していること
(註 2) ここで 「ビジョン」とは，r一定期間における によって与えられる.そしてこの関連を結びつけてい
社会状態の根本的特徴J(宮崎義一『転換期の資本主 る環として次の四つの側面，すなわち，第一に農民の
義~ ， NHKブッグス，1982， 6頁)，すなわち，農業 商品販売の側面，第二に農民の生産手段ならびに生活
問題を全体として理解する うえで，何が重要かという 諸資料の購入の側面，第三に没落小農民の賃労働者化
基本認識の意味で使っている.近年では，阪本楠彦 の側面，第四に;農民経営維持ないし拡大のための貨幣
『幻影の大農諭~， 農文協 ， 1980が，やはりこうした農 需要 ・信用関係の側面〆を考・えることができる.この
業問題に対するビジョンを扱ったものといえよう . 四つの側面の関連を通じて，;農民層分解の形態が規定
(註 3) 山田盛太郎 「農地改革の歴史的意義JW戦後日 されるJr農民層分解の論理と形態JW商 学論集~， 第
本経済の諸問題~，有斐閣 ， 1950， 182頁以下に地主的 26巻，第 5号，1957， 195頁.
土地所有が日本農業の本格的農業への桂措であったこ (註11，12) W帝国農会報~， 第22巻，第 7 号 ， 6，._ 7頁.
と，本格的農業とは大政圃的農業であることが，端的 (註13) W向上~ ， 第 22巻， 第 9 号 ， 60頁.
に語られている・ (註14，15) 向上，62頁.
(註 4) 前掲 『 日本農業概論~， 序 ， 1頁 (註16，17) 向上，64頁・
(註 5) これに対し， 寄生地主制をもって農業ウクラ ー (註18，._20) 向上，65，._66頁・
ドとされるのは中村政則氏である (W近代日本地主制史 (註21，22) W向上~ ， 第 22巻， 第 11号 I 17頁・
東浦庄治の日本農業論 45 
(註23) 向上，21頁.
(註24) W 向 上~ ， 第 22巻， 第 12号 ， 67頁.
(註25) 向上，72頁.
(註26) 山田勝次郎「操業に於ける資本主義 の発 達」
『日 本資本主義発達史講座~， 岩波書応 ， 1933， 56頁.
(註27) 戸田慎太郎，w 日本農業論~， 叢文閣 ， 1936 (農




















(註35) 栗原百寿『農業問題入門~， 背木文庫版， 1969， 
36頁.
(註36) 向上道，35頁. なお*許I~ と栗原の関係につい て
は，栗原が戦後釈放されてすぐ高1]品種典氏にあてた手
紙の次の一節から十分に想像される.r・・. それから



































































捕の言葉には，運動論や主体論を含めたうえで，農業市 (註) 前掲『日本農業概論~， 序 ， 2頁・
場論的接近方法が最終的に進むべき課題を指し示してい (1983年 7月25日受理)
るように思われる.
